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補遺
- Noteaddedinproof二
本稿執筆後､2カ月が,#過し､多少の補遺が必要となった｡物性研究の場合､Noteadded
inproofというのは許されないのだが､編集部のご厚意にあまえて､多少､付け足させて
頂く｡
まず､離散要素法による粉体振動層の小山の再現であるが､∫.Leeは最終的に､実験と同
じ状況での小山の再現に成功した模様である (文献 [481)｡この結果､離散要素法は粉体振
動層に関する限り､かなり完全なモデルであることが示されつつあるといえよう｡
また､2次元での対流実験に【441対応するシミュレーションが提案され､2次元特有の
小山の成長機構が再現された (D.E.Wolf,DuisburgUniv.,TheoretischePhysik,Germany,国
際会議 ｢FractalsinNaturalSciencesJ1993年ブダペスト､ハンガリー､での講演)｡彼
らのモデル化は離散要素法のモデル化ではなく､sizesegregationで用いられたようなモンテ
カルロ的なモデルである｡このモデルで､対流や小山の形成が説明できるとなると粉粒体の
動力学の本質とは何か､という点にかなり重大な影響がある｡
また､本稿で垂直パイプ流を紹介したが､この現象は空気の共存下でも現象の本質は変
わらないらしいことが示唆されている｡離散要素法では空気の影響は考慮されなかったが､
実際に真空中でこの実験を行なうと､densitywaveが観測できない､という報告もある｡も
し､気流の影響が大事であるならば､この現象は粉粒体の集合に下方から気体を吹き込ん
だ現象と本質的に同じになる｡(粉粒体が下降するか､気体が上昇するか､という違いだけ
である｡)そうなると､この垂直パイプ流は粉粒体の集合に下方から気体を吹き込んだ場合
の気泡の発生と等価である可能性もあり､本稿の話題としてはふさわしくなかった可能性も
ある｡この点､佐々･早川によって提案され(S･SasaandH.Hayakawa,Europhys.Left.17
685(1992);H･HayakawaandS･Sasa,inComplexFluids,edbyL･Garrido(Springer,Berlin,
1993)),小松 ･早川によって解析が進められている (小松輝久､物性研究､60103(1993).)
混相流のモデルにおいて兄い出されたソリトン (つまり､気泡)との関係が判明することが
待たれる｡
最近の面白い実験としては､砂時計の流れが気体との微小な相互作用によって振動する
ことを兄い出したもの (Ⅹ-1･WuandK･J.Mil@y,Phys･Rev.Left.71,1363(1993))がある｡
前述の垂直パイプ流の例からもわかることだが従来､気流の影響が無視できると思われてい
たもののどの程度が本当に気流の影響なしに存在しうるのか詳細な検討が必要であろう｡
粉体振動層の関係では表面波の奇妙な振舞いについて報告したものがある(H.冗.Pa女and
R･P･Behringer,Phys･Rev･Left.,711832(1993))｡粉体振動層の表面波の挙動は従来あまり
注目されてこなかったが､非常に多彩な動力学を示すことがわかってきており､注目を集め
ている｡
粉粒体の実験は､従来､簡単と思われていたが､実際に実験をするとかなり大変である
らしい｡粉粒体の調製などがかなり微妙な条件となってしまうようである｡
- 31 -
